











が認められ、後述するように解釈上重要な加筆が認められる。その後、 『はじめての文学村上春樹』 （二〇〇六年一二月一〇日、文藝春秋）収載 「鏡」でも、更に改変 加えられている。　
その「鏡」は、平成二九年度現在、大修館書店から発行

























（二〇〇六）所収の「鏡」でも、若い読者を意識したと推測できるものから、内容に踏み込んだレベルの文章の加筆が認められる。改変の詳細な内容については、紙幅の関係で別紙に譲るが、作品本文の改変は当然のことながら、作品研究にも大きな影響を及ぼす。現在の「鏡」研究は概ね『全作品』の本文に依拠しているが、 『 じめての文学』版の本文の存在は改めて『全作品』版 本文 正統性の確認を、場合によっては研究対象となる本文の 更を要求することになるだろう。そこ 本章では、初出「トレフル」『全作品』 『はじめての文学』の三つ 「鏡」本文とその改変の内容を検討することで、研究対象と定め べきを確定させたい。　
最初は、初出誌「トレフル」から『全作品』への、本文
















よく知られている。 「鏡」においても、それは例外ではなく、初出の 「トレフル （一九八三） から、 『全作品』 （一九九一）の間で、大幅な加筆が認められる。また『はじ ての文学』
－ 3 －
人の僕の存在感を演出するためには重要な記述であった。また、鏡の中のもう一人の僕が向ける憎しみも、恐怖の演出のためには必要な要素であるが、 〈まるで氷山のような憎しみだった。 〉 （ト）とあったのが、 〈まるでまっ暗な海に浮かんだ固い氷山 ような憎しみだっ 。 〉 （全）と、傍線部のような修飾句を加えること 一層〈憎しみ が強調されている。
この他にも、僕の恐怖にとらわれた心情を演出するため
に、初出にはなかった〈玄関 床に落としてきた火 ついた煙草のことが気になった。でも僕はもう一度そこに戻ることなんてとてもできな った。風はずっと吹い い 。 〉（全）が加筆された。これは、夜警という立場上火の元の管理が意識され いる もか わらず、そ 義務感を恐怖が上まわったことを示すことで迫真性を演出するため 加筆である。
物語終盤の語りの改変では、 〈太陽が昇る頃には台風は
もう去っていた 風もやんで 太陽が暖 いく きりとした光を投げかけていた。僕は玄関に行ってみた。そこには煙草の吸殻が落ちていた。木刀も落ちていた。でも鏡はなかった。そんなのもともとなかっ んだよ。 〉 （全）について、 〈太陽が昇る頃には台風はもう去っていた。 〉は、プールの仕切り戸の音が〈夜明 前までつづいた。 〉の改変を承けて、時間の整合 図られ る。また、 〈そこには煙
るんだ。 〉 （ 『全作品』 、以下「全」と略。傍線引用者、以下同）と、時間帯を明確にするように修正されている。もう一人の僕と対峙している場面の様子でも、 〈茫然〉 が 〈呆然〉へと僕の様子が明確になるように改められている。
次に表現の明確化であるが、作中の小道具である〈プー
ルの仕切り戸〉 （全）は、当初は〈プール室のしきり〉 （ト）であり、加筆によって構造物が扉であることが明確化された。その仕切り戸の音についても 〈ずっと朝までつづいていた。 〉 （ト）が、 〈夜明け前までつづいた。 〉 （全）と、漠然としていた時間帯が明確化され いる。
そして、村上が意識していた「恐怖」の演出上の改変と
思われるのが、 〈緑のリノリウム 廊下さ。今でも覚えてるよ。 〉 （ト）が、 〈緑のリノリウムの廊下さ。苔がはえみたいなくすんだ緑色だっ 。今でもよく覚えてるよ 〉（全）である。初出では、廊下を描写していたに過ぎなかったものが、 〈苔がはえたみたいなくすんだ緑色〉 （全）という描写が加わることによって 具体化しただけでなく、怪談にふさわしく古びて陰気な雰囲気を醸し出す表現となっている。　
また鏡の場面の描写でも、 『全作品』 では 〈いつの間にか〉
という言葉が加えられたり、 〈全身 映る縦長の大きな鏡だった。 〉と鏡の特徴に関す 具体的な記述 加えられたりした。特に全身 映る大きな鏡という ころが、もう一
－ 4 －
代だった。 〉 （ト・全）は、 〈なにかといえば体制を打ちこわそうという時代だった。 〉 （ 『はじめて』 、以下「は」と略）と改められた。 〈体制打破〉という言葉 、安保闘争時代にふさ しい硬質な響きを有していたが、既にその言葉のアウラを共有できる時代は過ぎ去って る。同じような改変は、 〈かなりタフに働いた〉が、 〈目 っぱい働いた〉と一九八〇年代らしい言葉のアウラが消され
興味深い改変としては、 〈もう十年以上前の話〉 （ト・




草の吸殻が落ちていた。 〉は、火のついた煙草を気にしていたことを承けているだけでなく 次に〈木刀も落ちていた。でも鏡はなかった。 〉と昨夜の出来事に関係する物証を列挙するための小道具にもなっている。煙草（吸い殻）と木刀を挙げ、次に鏡 ないことに言及することで、鏡とそこに映って もう一人の僕の存在が、読者に強く印象づけられる。
そして『全作品』では、 〈そしていつもこう思うんだ。
人間にとって、自分自身以上に怖いものが の世にあるだろうかってね。君たちはそう思わな ？〉と う「恐怖」の内容が、新たに記述され 自分 とって、自分自身以上の恐怖がこの世にあるだろうかというこ 「恐怖」観の意味については 次章で検討したい
以上の考察から、初出誌「トレフル」から『全作品』の




読者に受け入れられる表現であった。 ところが 『はじめて』では、 〈どこにも異常はなかった。プールの仕切り戸 頭のたがが外れた人間のように、不規則に否定と肯定を繰り返していた。うん、うん、いや、うん、いや、いや、いや……っていった具合にね。なんだか変な表現だけど、その時は本当にそんな風に感じた だ 。 〉とあるように、ここだけプール 仕切り戸が開閉する様子を間近 見ているような記述になっ しまっている。作者は、 「トレフル」『全作品』版の「鏡」同様に、ここでも音を描写しているつもりでおり、また前 は音である記述があるので省略したのであろう。しかしその結果、音の描写 あ ことが分かりにくくなってしまっ 。作者による加筆修正が 必ずしも成功するわけではない例である。
鏡の中の僕についての、僕のコメント部分にも、修正が




でもそれは僕以外の僕なんだ。 〉について、 「トレフル」 ・『全作品』とも、 〈でも、それは絶対に僕じゃないんだ。僕にはそれが本能的にわかった 。いや、違う 、正確に言えばそれはもちろん僕なんだ。 〉と、絶対に僕で ないといいながら、直後に、正確に言えば であることを認
変な気分なんだよ。具体的に言うとね、起きたくないわけさ。体が起きようとする僕の意志を押しとどめてるような感じさ。僕は寝起きはとても良いから、そんなことってあり得ない。 （全）
三時に時計のベルが鳴った時、僕はなんだかすごく
変な気がした。うまく説明できないんだけれど、具体的に言うとね、起きたくないわけさ 体が起きようとする僕の意志を押しとどめてるよう 感じなんだ。体の中のこっちの部分とあっちの部分が逆の方向に動こうとしているみたいな。でも仕事は仕事だ 起き くちゃならない。 （は）
『はじめて』版では、起きたくない理由が、体の中に生じた逆方向に動こうとしている違和感として新たに記述されている。また見回りを誤魔化さなかったことについて、〈僕はけっこう負けずぎらいな性格なんだ。 〉という、僕の性格に関す 情報が新たに追加された。　次に、プールの仕切り戸の音の描写である。それまでは、




たんだよ。 〉 （全）は、 〈でも鏡はなかった。鏡のかけらもなかった。誰かが片づけたわけでもない。そんなのもともとなかったんだよ。 〉 （は）のように傍線部が加筆され、鏡が存在しなかったこと 強調されたこと 、事態の異常性が演出されている。
以上の検討から、 『はじめて』の本文は、 「鏡」本文とし





めるという混乱ぶりが演出されていた。 しかし 『はじめて』では、正確には僕ではないことが、本能的にわ ったが、それでも僕であることは認めざるを得な ものの、僕以外の僕であるという趣旨になり、混乱ぶりが解消されている。
鏡の中の僕による憎しみについては、前述したように初
出から全作品 加筆が認められたが さらに憎しみを強調する表現が、以下の傍線部のよう 加筆された。 〈その僕ではない僕は、 僕をどこまでも嫌い、憎んでいるんだ。ま でまっ暗な海に浮かんだ固い氷山のような憎しみだった。誰にも癒すことのできない行き場のな 憎しみだった。僕にはそれが突然わかったんだ。 〉〈しばらくのあいだ言葉をうしなって立ちすくんでいた。 〉 （は）は、 〈僕はそこにしばらくのあ だ呆然として立ちすくんでいた。 〉 （全）が改変されたものだが、これまでに発語や会話があったわけではない で、 〈言葉をうしなって〉は違和感を覚える表現 ある。もう一人の僕からの支配に対抗する行動については、
〈あちらの僕がこちらの僕を支配しようとしているみたいだった。 ／何かをしな ちゃならないと僕は思った。 んとしてでも流れを変えなくちゃならない。それ 〉 （は）という、相手からの支配を意識して必死でそれに抵抗しようとする表現が新たに加筆されており、焦慮を通して の恐怖が読み取れるように描かれている。
－ 7 －
以上のことを踏まえると、村上春樹が鏡や双子、ダブル











注もあるよ に、 「鏡」 には、 鏡 もう一人の自分 （ダブル）が、恐怖を物語るための題材と 用いられている。更に、〈鏡の部分はすべて僕の創作である
（６）
。 〉 という作者の言葉も、












いうのが原義であった。そして、平安期成立の『和名類聚抄』に引用された『日本書紀私記』に、霊 字につ て「美太万一云美加介」とした記述がある。 れは、霊 字を「みたま」と訓
よ
むが、ほかに「みかげ」とも訓むという意味で













発生した。午後九時の見回りを終えた僕は、目覚まし時計を次の見回り時間である午前三時に設定して、それまでぐっすり眠った。 〈三時に 計のベルが鳴っ 時、僕はなんだかすごく変な気がした。うま 説明できないんだけれど、実に変な気分なんだよ 具体的に言うとね、起き くないわけさ。 〉と、僕が起床時に感じた違和感が、以下のように語られていく。
寝起きがよいにもかかわらず〈起きたくない〉 。仕切り
戸の音が、 〈何かしらさっきとは違うような気がする〉〈うまく体に馴染まない〉 〈嫌だな、見回りた ないな〉というように、 り手の僕はその時の違和感を重ね 訴える。さらに、 〈嫌な夜だったよ 風はますます強く って、空気はますます湿っぽくなっ た 肌がちくちくして、気持がうまく集中できないんだ。 〉とあるように、違和は僕の身体から、周囲 環境へと広げられていく。 かもそのように感じたことが また僕の身心に影響 与えるのである。 異常な体験を導くための物語 伏線 して、このように身体→環境→身体という形で「舞台」が整えられていることが分かる。もちろんこ 違和感の発生する時
幽霊だって見ないし、超能力もない。なんというか、実に散文的な人生だよ 。 〉と嘆いて見せるように、僕はおよそ超常的現象とは無縁の人物 して自己紹介する。例えば冒頭部では、友 達とエレベーターに乗っていて、彼らが幽霊を見ていながら、僕はまったく気づかなかったというエピソードが語られる。友人二人がグレ のスーツを着た女の幽霊を目撃し、僕 見ていない（気付いて い）という点は、如何に僕が超常現象と無縁な存在であるかを強調している。そして のような僕が、奇怪な経験をすることで、その体験の特異性 際立つことになる。あるいは、そのように物語られるのである。
さて、僕は放浪二年目の秋に、新潟県内の小さな町の中






は、 〈精神症候学で自我意識 異常として記述されている障害に近い事態が、鏡像の場合には一時的に起こり易 〉とし、村上作品に描かれた鏡像体験が、障害として記述される異常な体験と親近性が高 ことを指摘している。例えば、一人の自分が別の自分 ら干渉される二重化体験や、外界に自分の姿を見たり、存在を感じたりする二重身（ドッペルゲンガー）のような単一性意識の障害が、自我意識障害の一例であ 。では、僕の鏡像体験は、障害と判断されるべきものなのであろうか。加藤は、以下 ように述べる。
間帯が、幽霊の出現する時間とされる丑三つ時（午前二時から二時半）近くに設定されていることは、怪異譚である以上偶然ではないだろう。
そして、次に〈風にあおられてばたんばたんとうるさか








するときには、鏡に映る自分の姿を経なければ理解できない。手足や胴体といった部分は部分的に見ることはできるが、顔を含めた全 を一度に見るときには、鏡を経 ければならない。しかもその鏡像は左右が反対であるから、正確な自分の姿なのではない。我々は鏡に映る自分の姿 頭の中で再構成すること 、 「自分」像を作り出してい のである。すなわち我々が自分だと思い込んでいるもの他者が捉えているような自分の客観的身 ではなく、主観的身体（イメージ）な であ 。
したがって、僕が鏡に映る自分を〈僕以外の僕〉 〈僕が












。 〉 （傍線 ）と指摘するのである。僕が体験したのは、
異常な自我意識体験ではなく、誰にでも起こりうる特異な自我意識体験であるという指摘は重要である。言い換えれ
－ 11 －















































　「鏡」では、自分像とは何か、という興味深いテーマが取り上げられている。鏡が映し出 姿をわれわれは、自分だと信じているが、そこに映る自分 は鏡像（左右反対）であり、その鏡像を基準に脳内でイメージ し 認知されているのが、像としての「自分」である。また自分とは、鏡像である自分からまなざされた時に、こちら側に生じるイメージなのであり、正確には自分として
再構成された
000000
「自分」 、自分についてのイメージである。したがっわれわれは、実に迂闊なことであ の姿形についてはいままで一度も、他人が見 いるよう 客観的に「見たことがない」し 「知っていない」のである。更に言えば、この事実にすらほとんど 気づいて な 」 。　
村上春樹の「鏡」は、そのような自分像を作り出す「ま
なざし」 機制を浮かび上がらせ 言語作品 鏡」
事態の意味は、僕が〈僕自身〉に「見られた」と表現することでより明らかになるだろう。すなわち僕の自我意識の成立に関して、まなざしを媒介として、自分のまなざしが奪取されて主体性を失ってい こと、言いかえれば日常生活において、自分がつねに鏡像の自分によってまなざされ、客体に転落している瞬間があること 、 「鏡」では怪異譚という装いの下強調して表現されているのである。言い換えれば、 我々にとって 己とは安定した存在 はない。 我々は自分自身を生まれて一度も、自身の目で他人が見る うに客観的に見たことがない。そして自身を少しでも知として鏡にまなざしを向け、その「まなざし」に捉えられねば、自分の全体像をイメージできないという自己認識の限界を抱え込んでいる。まなざしの主体であることを志向しながらも を対象化する鏡からの「まなざし」なしには、言い換えれば自分の主体的 なざしを喪失し
0





それが〈ま でまっ暗 海に浮かんだ固い氷山のような憎しみ〉であると感受されたもう一人の僕の感情は、自 意識との距離感を「憎しみ」という言葉で表現することで、自分に内在する逆説性を浮かび上がらせる演出として理解
－ 14 －















村上春樹』 （文藝春秋、 二〇〇六年一二月一〇日、 二六一頁）
（４）千國徳隆「村上春樹『鏡』をめぐ 冒険 （ 「国語展望」
第九六号、一九九五年六月一日）



























善「虚構の力を読む村上春樹『鏡』 」 （ 「国語教室」第
七五号、二〇〇二年二月二五日）
（９）渥美孝子「村上春樹『鏡』 ――反転する語り・反転する
自己――」馬場重行・佐野正俊編『 〈教室〉の中の村上春樹』 （ひつじ書房、二〇一一 八 五日、六 ～六五頁）
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14）北爪紀枝「 「国語総合の小説分野における読解力を高める指導の工夫」 （ 「平成二六年度
　
特別研修員研究報告書」
群馬県総合教育センター）
（本学研究科・学部
　
教員）
